
文：益田市　译：赵宏　常艺玮

魅
み

力
りょく

的
てき

な益
ます

田
だ

市
し

充满魅力的益田市

注：�中
ちゅう

国
ごく

，这里的“中国”指日本行政区划上的“ 中
ちゅう

国
ごく

地
ち

方
ほう

”，位于日本本州岛西部，由冈山县、广岛县、山口县、鸟取县、岛

根县五个县组成。

　島
しま

根
ね

県
けん

益
ます

田
だ

市
し

は、日
に

本
ほん

列
れっ

島
とう

の西
せい

部
ぶ

に位
い

置
ち

し、人
じん

口
こう

は

約
やく

4.3 万
まん

人
にん

、総
そう

面
めん

積
せき

は 733.19 km2 です。市
し

内
ない

には空
そら

の

玄
げん

関
かん

口
ぐち

「萩
はぎ

・石
いわ

見
み

空
くう

港
こう

」があり、東
とう

京
きょう

から約
やく

90 分
ぷん

、

大
おお

阪
さか

から約
やく

60 分
ぷん

（夏
か

季
き

運
うん

航
こう

）と、アクセスがとても

良
い

い場
ば

所
しょ

です。

　市
し

内
ない

には水
すい

質
しつ

日
に

本
ほん

一
いち

に何
なん

度
ど

も輝
かがや

いた「清
せい

流
りゅう

・高
たか

津
つ

川
がわ

」が流
なが

れており、きれいな水
みず

が育
はぐく

むメロン、柚
ゆ

子
ず

、

鮎
あゆ

、ハマグリは絶
ぜっ

品
ぴん

です。

　また、四
し

季
き

折
おり

々
おり

に表
ひょう

情
じょう

を変
か

える中
ちゅう

国
ごく
注山
さん

地
ち

、日
に

本
ほん

海
かい

に沈
しず

む美
うつく

しい夕
ゆう

日
ひ

、そして今
いま

にも降
ふ

ってきそうな満
まん

天
てん

の星
ほし

空
ぞら

を見
み

る事
こと

ができます。そんな神
しん

秘
ぴ

的
てき

でロマン

ティックな光
こう

景
けい

に出
で

会
あ

えるのが益
ます

田
だ

市
し

なのです。

　　岛根县益田市位于日本列岛西部，人口约为4.3万，

全市总面积为733.19平方千米。该市建有空中门户——

萩・石见机场，到东京的航程约为90分钟，到大阪的航

程约为60分钟（乘坐夏季航班），交通十分便利。

　　多次荣登日本水质之首的清澈河流高津川流经益田

市，经其优质的河水浇灌而孕育出的甜瓜、柚子、香

鱼、蛤蜊都是令人无法抗拒的美食。

　　此外，在这里还可以欣赏到随四季变化的中国地区

的山地景观，坠入日本海的壮丽夕阳，以及仿佛触手可

及的满天繁星。这些神秘与浪漫的景色，您都可以在益

田市与之邂逅。

― 柴
しば

犬
いぬ

の聖
せい

地
ち

 ― ― 柴犬名地 ―

人
にん

気
き

の小
こ

型
がた

日
に

本
ほん

犬
けん

のルーツは益
ます

田
だ

市
し

にあり！

　1930 年
ねん

代
だい

、益
ます

田
だ

市
し

の美
み

都
と

町
ちょう

に「石
いし

号
ごう

」という名
な

前
まえ

の

石
せき

州
しゅう

犬
けん

（石
いわ

見
み

犬
けん

）がいました。実
じつ

はすべての柴
しば

犬
いぬ

の

雄
おす

系
けい

統
とう

の血
けっ

統
とう

を遡
さかのぼ

ると、この石
いし

号
ごう

にたどり着
つ

きます。

つまり石
いし

号
ごう

は世
せ

界
かい

的
てき

にも人
にん

気
き

の小
こ

型
がた

日
に

本
ほん

犬
けん

「柴
しば

犬
いぬ

」の

元
がん

祖
そ

であり、益
ます

田
だ

市
し

は柴
しば

犬
いぬ

誕
たん

生
じょう

の地
ち

なのです！

超级受欢迎的小型日本犬起源于益田市！

　　20世纪30年代，益田市的美都町有一只名叫“石

号”的石州犬（石见犬）。如果追溯所有柴犬的雄性血

统，都可以追溯到石号身上。也就是说，石号是风靡全

球的小型日本犬 —— 柴犬的祖先，而益田市正是柴犬的

诞生地！
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強
きょう

運
うん

の犬
いぬ

「石
いし

号
ごう

」

　当
とう

時
じ

の展
てん

覧
らん

会
かい

において、石
いし

号
ごう

は優
ゆう

秀
しゅう

賞
しょう

や推
すい

奨
しょう

賞
しょう

を

受
じゅ

賞
しょう

し、専
せん

門
もん

家
か

から「日
に

本
ほん

犬
けん

としての素
す

晴
ば

らしい本
ほん

質
しつ

（気
き

魄
はく

と威
い

厳
げん

、忠
ちゅう

実
じつ

で従
じゅう

順
じゅん

、素
そ

朴
ぼく

な風
ふう

格
かく

）を持
も

った犬
いぬ

」

として高
たか

く評
ひょう

価
か

されています。

　そんな石
いし

号
ごう

がなぜ 強
きょう

運
うん

と言
い

われているのか、その

理
り

由
ゆう

は石
いし

号
ごう

が感
かん

染
せん

病
びょう

などの大
おお

きな病
びょう

気
き

にもかからず、

元
げん

気
き

な子
し

孫
そん

を残
のこ

したからです。

　柴
しば

犬
いぬ

発
はっ

祥
しょう

の地
ち

である益
ます

田
だ

市
し

美
み

都
と

町
ちょう

では、かつて石
いし

号
ごう

が暮
く

らしていた生
せい

家
か

が残
のこ

る場
ば

所
しょ

に「柴
しば

犬
いぬ

の祖
そ

・石
いし

号
ごう

記
き

念
ねん

館
かん

」と石
いし

号
ごう

の像
ぞう

が建
た

てられ、柴
しば

犬
いぬ

を愛
あい

する人
ひと

々
びと

がた

くさん訪
おとず

れる聖
せい

地
ち

となっています。石
いし

号
ごう

の像
ぞう

には「石
いし

」

の文
も

字
じ

が彫
ほ

ってあり、これを見
み

つけると強
きょう

運
うん

にあやか

れるという噂
うわさ

があります。皆
みな

さんもぜひ、石
いし

の字
じ

を探
さが

してみてくださいね。

09
YIFANRIBENYU



幸运之犬石号

　　在当时（20世纪30年代）的展览会上，石号获得

了优秀奖和推荐奖，受到专家们的高度赞扬，称它

“具有日本犬的优秀品质（有气魄、威严、忠诚、服

从、憨厚）”。

　　为什么说石号是幸运之犬呢？那是因为它从没有得

过传染病之类的重大疾病，而且，这种健康的基因代代

遗传下来。

　　柴犬的诞生地益田市美都町，在石号曾经生活的地

方修建了“柴犬祖先・石号纪念馆”以及石号的雕像，

此地也成为许多喜爱柴犬人士的观光胜地。有传闻说，

世
せ

界
かい

で唯
ゆい

一
いつ

柴
しば

犬
いぬ

がお出
で

迎
むか

えする空
くう

港
こう

　益
ます

田
だ

市
し

の空
そら

の玄
げん

関
かん

口
ぐち

「萩
はぎ

・石
いわ

見
み

空
くう

港
こう

」では、月
つき

に

2 回
かい

の柴
しば

犬
いぬ

によるお出
で

迎
むか

えイベントが開
かい

催
さい

されます。

「柴
しば

犬
いぬ

のルーツや石
いし

号
ごう

のことを、もっと多
おお

くの人
ひと

に知
し

って

ほしい」、そんな萩
はぎ

・石
いわ

見
み

空
くう

港
こう

と日
に

本
ほん

犬
けん

益
ます

田
だ

柴
しば

犬
いぬ

育
いく

成
せい

会
かい

の皆
みな

さんの思
おも

いからこのイベントが誕
たん

生
じょう

しました。

　コロコロとした愛
あい

らしい柴
しば

犬
いぬ

に会
あ

うために飛
ひ

行
こう

機
き

で

会
あ

いに来
く

るリピーターが続
ぞく

出
しゅつ

！皆
みな

さんも可
か

愛
わい

すぎる

柴
しば

犬
いぬ

たちに会
あ

いに来
き

ませんか？

石号的雕像上刻着“石”字，如果谁能找到这个字，就

会有好运。大家也去试试看吧。
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世界上唯一有柴犬迎宾的机场

　　益田市的空中门户——萩・石见机场每个月会举办

两次柴犬迎宾活动。该机场和日本犬益田柴犬养育协

会抱着“希望更多人了解柴犬的起源以及关于石号的故

事”这一想法，创办了这项活动。

　　为了与这些圆滚滚的惹人喜爱的柴犬亲密接触，专

程乘飞机前来的“老顾客”络绎不绝！有机会的话，大

家也来看看这些超级可爱的柴犬吧。

― 伝
でん

統
とう

芸
げい

能
のう

・石
いわ

見
み

神
か ぐ ら

楽 ― ― 传统艺术・石见神乐 ―

躍
やく

動
どう

感
かん

溢
あふ

れるダイナミックな舞
ぶ

踊
よう

　益
ます

田
だ

市
し

を含
ふく

む島
しま

根
ね

県
けん

西
せい

部
ぶ

（石
いわ

見
み

地
ち

域
いき

）に伝
でん

承
しょう

される

石
いわ

見
み

神
か ぐ ら

楽は、独
どく

特
とく

の哀
あい

愁
しゅう

溢
あふ

れる笛
ふえ

の音
おと

、活
かっ

気
き

溢
あふ

れる

太
たい

鼓
こ

囃
ばや

子
し

に合
あ

わせて、金
きん

糸
し

銀
ぎん

糸
し

を織
お

り込
こ

んだ豪
ごう

華
か

絢
けん

爛
らん

な衣
い

装
しょう

と表
ひょう

情
じょう

豊
ゆた

かな面
めん

を身
み

につけて演
えん

じられる伝
でん

統
とう

芸
げい

能
のう

です。古
こ

来
らい

より地
ち

域
いき

の娯
ご

楽
らく

として秋
あき

の例
れい

祭
さい

の前
ぜん

夜
や

祭
さい

に舞
ま

われるものでしたが、現
げん

在
ざい

では定
てい

期
き

公
こう

演
えん

など、

年
ねん

間
かん

を通
つう

じて石
いわ

見
み

各
かく

地
ち

で石
いわ

見
み

神
かぐ ら

楽を観
み

ることができる

ようになりました。

11
YIFANRIBENYU



充满活力的动感舞蹈

　　石见神乐流传于包括益田市在内的岛根县西部地区

（石见地区），这种传统艺术的表演者要身着由金线和

银线编织而成的鲜艳夺目的服装、戴着表情丰富的面

具，伴随独特的哀婉笛声和激昂的太鼓乐进行表演。石

见神乐作为一种地域性娱乐形式，自古以来人们都会在

秋季祭祀的前夕表演，而如今它已经成为定期举办的演

出，一年中大家在石见各地都能看到这种演出。

子
こ

供
ども

から大
おとな

人まで楽
たの

しめるバラエティ豊
ゆた

かな演
えん

目
もく

　軽
けい

快
かい

なお囃
はや

子
し

に合
あ

わせて、重
おも

さ十
じゅう

数
すう

キロにもなる

豪
ごう

華
か

な衣
い

裳
しょう

と表
ひょう

情
じょう

豊
ゆた

かな面
めん

を着
つ

けて激
はげ

しく舞
ま

うのが

石
いわ

見
み

神
かぐ ら

楽の醍
だい

醐
ご

味
み

です。また、古
こ

事
じ

記
き

や日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

の物
もの

語
がたり

をベースにした演
えん

目
もく

の数
かず

は約
やく

30 種
しゅ

類
るい

にものぼりま

す。大
おろ ち

蛇が火
ひ

や煙
けむり

を吹
ふ

くリアルな演
えん

出
しゅつ

や勧
かん

善
ぜん

懲
ちょう

悪
あく

の

わかりやすいストーリーが特
とく

徴
ちょう

で、初
はじ

めて見
み

る人
ひと

にも

明
めい

快
かい

な、目
め

の前
まえ

で繰
く

り広
ひろ

げられる神
しん

話
わ

の世
せ

界
かい

に魅
み

了
りょう

さ

れます。

从小孩到大人都乐在其中的精彩节目

　　在轻快的伴奏下，表演者会身穿重达十几千克的华

丽服装，佩戴表情多样的面具热舞，这是石见神乐的精

髓所在。此外，以《古事记》和《日本书纪》中的故事

为蓝本改编的剧目多达三十种。大蛇喷火、吐烟的逼真

表演，以及劝善惩恶的通俗情节都是石见神乐的特色，

即使是第一次观看的人也会被浅显易懂的、跃然眼前的

神话世界吸引。
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石
いわ

見
み

神
かぐ ら

楽本
ほん

来
らい

の姿
すがた

「奉
ほう

納
のう

神
かぐ ら

楽」と定
てい

期
き

公
こう

演
えん

　石
いわ

見
み

神
か ぐ ら

楽本
ほん

来
らい

の姿
すがた

である「奉
ほう

納
のう

神
か ぐ ら

楽」は、元
もと

々
もと

は

各
かく

地
ち

域
いき

の氏
うじ

神
がみ

様
さま

を祀
まつ

る神
じん

社
じゃ

で「神
しん

事
じ

」として行
おこな

われ

てきました。現
げん

在
ざい

でも、五
ご

穀
こく

豊
ほう

穣
じょう

に感
かん

謝
しゃ

する「秋
あき

祭
まつ

り」

などを中
ちゅう

心
しん

に各
かく

地
ち

で石
いわ

見
み

神
か ぐ ら

楽が夜
よ

通
どお

し舞
ま

われ、町
まち

の

中
なか

が夜
よ

明
あ

けまで神
かぐら

楽囃
ばや

子
し

の音
ね

色
いろ

に包
つつ

まれます。

　アクセスに便
べん

利
り

な益
ます

田
だ

駅
えき

前
まえ

ビルで毎
まい

週
しゅう

土
ど

曜
よう

日
び

（9 ～ 12 月
がつ

を除
のぞ

く）の夜
よる

に行
おこな

われる「石
いわ

見
み

の夜
よ

神
か ぐ ら

楽

益
ます

田
だ

公
こう

演
えん

」もおすすめ！ 1～ 2 時
じ

間
かん

の短
みじか

い時
じ

間
かん

で石
いわ

見
み

神
かぐ ら

楽の代
だい

表
ひょう

的
てき

な演
えん

目
もく

を楽
たの

しむことができます。迫
はく

真
しん

の舞
まい

をぜひ堪
たん

能
のう

してください！

石见神乐的原始形式“奉纳神乐”与定期表演

　　奉纳神乐是石见神乐的最初形式，原本是人们在

供奉当地守护神的神社中举行的祭神仪式。时至今

日，许多地方也会以感恩五谷丰登为目的的秋季祭祀

为中心，通宵达旦表演石见神乐，整座城镇都环绕着

神乐的乐声，直到黎明。

　　此外，在交通便利的益田站前大楼，每周六（9月

至12月除外）晚举行的“石见之夜神乐益田公演”也

值得推荐！您可以在短短的一两个小时内看到石见

神乐的经典剧目，请尽情欣赏这令人身临其境的

舞蹈吧！
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― 島
しま

根
ね

県
けん

芸
げい

術
じゅつ

文
ぶん

化
か

センター
「グラントワ」の空

くう

間
かん

芸
げい

術
じゅつ

 ―
― 岛根县艺术文化中心

“Grand Tiot”的空间艺术 ―

　「屋
や

根
ね

が赤
あか

い」。この地
ち

を初
はじ

めて訪
おとず

れる人
ひと

々
びと

が、驚
おどろ

き

の表
ひょう

情
じょう

で発
はっ

する言
こと

葉
ば

です。今
いま

から 400 年
ねん

前
まえ

、耐
たい

火
か

度
ど

の高
たか

い良
りょう

質
しつ

な粘
ねん

土
ど

が広
ひろ

く石
いわ

見
み

地
ち

方
ほう

に分
ぶん

布
ぷ

していたこと

が、寒
さむ

さに強
つよ

く耐
たい

久
きゅう

性
せい

の高
たか

い石
せき

州
しゅう

瓦
がわら

をもたらしまし

た。日
に

本
ほん

海
かい

の青
あお

に、山
さん

間
かん

や田
でん

園
えん

の緑
みどり

、そこにやさしく

調
ちょう

和
わ

する赤
あか

い石
せき

州
しゅう

瓦
がわら

のコントラストが、石
いわ

見
み

地
ち

方
ほう

独
どく

特
とく

の暮
く

らしの情
じょう

景
けい

として今
きょう

日に残
のこ

されています。

　建
けん

築
ちく

家
か

・内
ない

藤
とう

廣
ひろし

氏
し

が手
て

掛
が

けた美
び

術
じゅつ

館
かん

と劇
げき

場
じょう

の場
じょう

合
ごう

施
し

設
せつ

である島
しま

根
ね

県
けん

芸
げい

術
じゅつ

文
ぶん

化
か

センター「グラント

ワ」は、約
やく

28 万
まん

枚
まい

の石
せき

州
しゅう

瓦
がわら

に覆
おお

われた圧
あっ

巻
かん

の建
たて

物
もの

です。グラントワとはフランス語
ご

で「大
おお

きな屋
や

根
ね

」を

意
い

味
み

し、石
せき

州
しゅう

瓦
がわら

の赤
あか

い屋
や

根
ね

や、その下
した

に人
ひと

々
びと

が集
つど

う

ことをイメージした愛
あい

称
しょう

として親
した

しまれています。美
うつく

しい外
がい

観
かん

と、落
お

ち着
つ

きのある空
くう

間
かん

で訪
おとず

れる人
ひと

々
びと

を魅
み

了
りょう

しており、建
けん

築
ちく

巡
めぐ

りマニアにもおすすめです。
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　　“屋顶是红色的。”—— 第一次来参观的游客都

会惊讶地说出这句话。四百年前，石见地区广泛分布

着高耐火度的优质黏土，因此，人们生产出了耐寒、

耐用的石州瓦。湛蓝的日本海、翠绿的山峦和田地，

与和谐融入的红色石州瓦相映成趣，成为石见地区存

续至今的一道亮丽的日常风景线。

　　岛根县艺术文化中心“Grand Tiot”是由建筑家内

藤广设计而成的美术馆和剧场的结合体，是一座由

28万片石州瓦建造而成的宏伟建筑。“Grand Tiot”在

法语中意为“大屋顶”，因其红色的石州瓦屋顶和人

们聚集在屋顶下时的场景而得此昵称。它以美丽的外

观和大气的空间感吸引着前来参观的游客，建筑巡游

爱好者更是值得到此一看。

― 100ZERO のまち ― ― 100ZERO之城 ―

　温
おん

暖
だん

な気
き

候
こう

、美
うつく

しい日
に

本
ほん

海
かい

、清
せい

流
りゅう

・高
たか

津
つ

川
がわ

、緑
みどり

豊
ゆた

か

な山
やま

々
やま

など優
すぐ

れた自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

に恵
めぐ

まれた益
ます

田
だ

市
し

はサイク

リングに非
ひ

常
じょう

に適
てき

しています。中
なか

でも、信
しん

号
ごう

で止
と

まる

ことのない道
みち

が 100 km も続
つづ

く「100ZERO コース」は

特
とく

に人
にん

気
き

のサイクリングコースで、すべての道
みち

が舗
ほ

装
そう

され、交
こう

通
つう

量
りょう

も少
すく

ないため、安
あん

全
ぜん

に走
はし

ることができる

点
てん

が大
おお

きな魅
み

力
りょく

です。初
しょ

心
しん

者
しゃ

から上
じょう

級
きゅう

者
しゃ

まで安
あん

心
しん

し

てサイクリングを楽
たの

しむことができます。

　「100ZERO コース」は、地
じ

元
もと

の NPO法
ほう

人
じん

が主
しゅ

催
さい

し全
ぜん

国
こく

で唯
ゆい

一
いつ

現
げん

役
えき

の空
くう

港
こう

滑
かっ

走
そう

路
ろ

を走
はし

ることができる大
だい

人
にん

気
き

イベント「益
ます

田
だ

I・NA・KAライド」のスタンダードコー

スで、このコースの風
ふう

景
けい

と益
ます

田
だ

の人
ひと

々
びと

の笑
え

顔
がお

を求
もと

めて

毎
まい

年
とし

全
ぜん

国
こく

からサイクリストが訪
おとず

れます。

　　益田市拥有得天独厚的自然环境，如温暖的气候、

美丽的日本海、清澈的高津川、郁郁葱葱的群山等，

这样的环境使益田市非常适合骑行活动。“100ZERO线

路”是一条长达100千米、途中完全没有信号灯阻断的

骑行线路，非常受骑行爱好者欢迎。该路线全部完成道

路铺装，加之车流量很小，因此，骑行者非常安全，这

也是该路线最吸引人之处。在这里，从骑行新手到高手

都可以安心感受骑行的乐趣。

　　“100ZERO路线”是由当地非营利组织主办的超人

气活动“益田乡间之旅”的标准路线，这是日本唯一一

条骑行者可以在现役机场跑道上骑行的路线。每年都有

日本各地的骑行爱好者慕名前来，既为欣赏骑行路线沿

途风景，也为感受益田市民的热情笑容。
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制
せい

作
さく

協
きょう

力
りょく

：日
に

本
ほん

国
こく

自
じ

治
ち

体
たい

国
こく

際
さい

化
か

協
きょう

会
かい

北
ペ

京
キン

事
じ

務
む

所
しょ

（CLAIR，Beijing）

本文协助单位：日本国自治体国际化协会北京事务所（CLAIR，Beijing）

交
こう

通
つう

アクセス
交通路线

　益
ます

田
だ

駅
えき

前
まえ

の観
かん

光
こう

案
あん

内
ない

所
じょ

ではレンタサイクルを利
り

用
よう

で

きるので、手
て

ぶらで来
き

ても安
あん

心
しん

。クロスバイク・ロー

ドバイク・ミニベロ・電
でん

動
どう

アシスト自
じ

転
てん

車
しゃ

など、目
もく

的
てき

地
ち

や移
い

動
どう

距
きょ

離
り

、希
き

望
ぼう

のスタイルに合
あ

わせて自
じ

由
ゆう

に選
えら

ぶ

ことができます。

　海
うみ

・山
やま

・川
かわ

すべてがそろった自
じ

転
てん

車
しゃ

のまち益
ます

田
だ

市
し

で、

豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

や人
ひと

と触
ふ

れ合
あ

えるサイクリングの旅
たび

を楽
たの

し

みませんか？

　　游客可以在益田站站前的旅游服务中心租借自行

车，所以即使两手空空前来也无须担心。您可根据目的

地、骑行距离、所需自行车类别自由选择越野自行车、

公路车、小轮自行车、电助力自行车等车型。

　　大家不妨在有海、有山、有河的自行车之城 —— 益

田市，开启一次与自然和人文密切接触的自行车之

旅吧。

航
こう

空
くう

◎ 東
とう

京
きょう

（羽
はね

田
だ

）から萩
はぎ

・石
いわ

見
み

空
くう

港
こう

まで約
やく

90 分
ぷん

◎ 大
おお

阪
さか

（伊
い

丹
たみ

）から萩
はぎ

・石
いわ

見
み

空
くう

港
こう

まで約
やく

60 分
ぷん

　（夏
か

季
き

運
うん

航
こう

）

◎ 萩
はぎ

・石
いわ

見
み

空
くう

港
こう

から益
ます

田
だ

駅
えき

までバスで約
やく

10 分
ぷん

陸
りく

路
ろ

（電
でん

車
しゃ

）

◎ 東
とう

京
きょう

駅
えき

→新
しん

山
やま

口
ぐち

駅
えき

→益
ます

田
だ

駅
えき

、約
やく

7 時
じ

間
かん

◎ 新
しん

大
おお

阪
さか

駅
えき

→新
しん

山
やま

口
ぐち

駅
えき

→益
ます

田
だ

駅
えき

、約
やく

5 時
じ

間
かん

◎ 博
はか

多
た

駅
えき

→新
しん

山
やま

口
ぐち

駅
えき

→益
ます

田
だ

駅
えき

、約
やく

3 時
じ

間
かん

航空

◎ 从东京（羽田机场）到萩・石见机场，约需90分钟

◎ 从大阪（伊丹机场）到萩・石见机场，约需60分钟

　（乘坐夏季航班）

◎ 从萩・石见机场到益田站，乘坐巴士约需10分钟

陆路（乘坐电车）

◎ 东京站至新山口站，再至益田站，约需7小时

◎ 新大阪站至新山口站，再至益田站，约需5小时

◎ 博多站至新山口站，再至益田站，约需3小时
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